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むことが にはたち 市 望
【公共施設について】
公共施設について、学習スペースの多様化

を望みます。皆さんは外で勉強しようとした
とき、どこへ行きますか。図書館や自習室を
挙げると思います。しかし、利用方法に制限
があり、利用しづらいのが現状です。そこで、
Ｗｉ-Ｆｉやディスカッションルームの導入
を提案します。インターネットの利用や会話
ができる場を設けるなど、施設を多様化する
ことで、さまざまな人と用途に対応できる学
習スペースが実現できるのではないかと考
えます。

【観光について】
観光について、あま市の魅力をＰＲできるツ

アーの実施を望みます。市内には、甚目寺観音
などの文化遺産が数多く存在します。市内の文
化遺産や飲食店を巡るツアーを実施し、参加者
にＳＮＳで情報を拡散してもらうことで、多く
の人に市の魅力をＰＲできると考えます。ま
た、スタンプラリーを行うことで、気軽に歴史
に触れていただけるようになり、よりあま市の
魅力を引き立てられると考えます。

【交通について】
交通について、バスや鉄道以外の移動手段

の充実を望みます。あま市はバスの本数が少
なく、駅から離れているスーパーや美和図書
館などの施設に移動することが難しい現状
です。この解決策として、駅に放置されてい
る自転車のリサイクルや回収を行い、レンタ
ル自転車として設置することを提案します。
レンタル自転車が普及すれば、市内の名地に
自由に移動しやすくなると考えます。

【イベントについて】
あま市に望むことは、より市外の人々に訪

れてもらえるイベントの開催です。現在もた
くさんのイベントがありますが、市民の中で
もあまり認知されていない印象です。例え
ば、マルシェの数を増やしたり、ラーメンや
餃子のフェスを誘致したり、街の木をイルミ
ネーションで装飾するなど、魅力的なイベン
トを増やすことが街の活気につながると考
えられます。多くの人から愛される街になる
ことを願っています。

【安全面について】
安全面について、七宝焼を活用した街灯の

設置を望みます。あま市は街灯が少なく、暗
い道が多いと感じます。七宝焼を利用した街
灯を増やすことで地域の産業を活性化させ、
同時に犯罪率の低下につなげることができ
ると考えます。学校行事などで七宝焼体験を
実施し、その作品を街灯に使用できれば、さ
まざまな方面でより明るいあま市になるで
しょう。

【商店街について】
あま市に望むことは「商店街の活性化」で

す。現在、甚目寺観音付近の商店街は閑散と
しています。活性化を図るには、若者の文化
を取り入れることが必要不可欠だと考えま
す。例えば、七宝焼を活用したレトロな力フ
ェをつくる。そうすることで、老若男女問わ
ず多くの人が集まり、あま市の伝統があふれ
る商店街をつくることができるのではない
でしょうか。

七宝・美和地区はたちの式実行委員

甚目寺地区はたちの式実行委員
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廃止される七宝福祉作業所

文化の杜

あま市消防団

12月定例会のあらまし
条例の制定、一般会計補正予算など26件が提案され、全て原案のとおり可決しました。
その他、請願２件を採択、議員提出の決議を１件、意見書を１件可決しました。

11月25日～
12月21日
（27日間）

問　七宝福祉作業所の利用者数と利用者の今後は。
福祉部長　令和４年１月から利用者がいない状態。令和３年11
月時点で利用契約者が７名いたが、全員が令和４年１月以降民
間法人が運営する事業所を利用している。

問　令和５年度から文化の社の指定管理者が別の会社に変更さ
れるが、変更する理由は。
生涯学習課長　優先候補者からは、使用料の各種割引の導入、図
書返却ポストの増設、障がいのある方への図書宅配サービスの
実施の提案があった。これらの提案が他の事業者と比較して高
く評価されたため。

問　報酬は、どのような形になったか。
総務部長　国の団員の標準額（３万6500円）に、これまで費用弁
償として支払っていたポンプ点検手当相当分（6000円）を標準
額に加え、処遇改善の趣旨から端数を切り上げて、団員の報酬は
４万3000円とした。団長と副団長は、本市全体の均衡を鑑み、報
酬を引き下げた。

子ども医療費高校卒業相当まで
完全無料化を求める請願書を採択

障がい者福祉サービス施設条例の一部改正条例を可決

18歳年度末までの医療費無料制度創設を
求める意見書を可決

国の関係機関に提出しました。

利用者の減少や施設の老朽化により、七宝福祉作業所の
継続が困難となったため、廃止する。

文化の杜ほか４施設の指定管理者の指定を可決

今年度で指定管理期間が満了するため、令和５年度以降の
指定管理者を指定する。

消防団条例の一部改正条例を可決

消防団員の処遇改善を図るため、分団長以下の消防団員の
年額報酬引き上げなどを実施する。
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【写真提供：船橋市】フォトスクリーナー装置

一般会計に、５億7855万２千円を追加し、総額を401億7474万円としました。

３歳児健診の視力検査時
に、斜視や弱視を早期発見す
るため、屈折や眼位を測定す
ることができるフォトスクリ
ーナーを導入する。

昭和保育園、聖徳保育園、萱
津保育園、新居屋保育園、五条
保育園、大花保育園のゼロ歳児
の受け入れ月齢を、満10カ月
から満６カ月に引き下げるた
めに必要な備品を購入する。

出産・子育てを応援するた
めに、伴走型相談支援の充実
と、出産育児関連用品の購入
費助成や子育て支援サービス
の利用負担軽減を図る経済的
支援を一体として実施する。

一般会計補正予算
(第7号、第8号)

令和
4年度

新規・拡充や主な事業
出産・子育て

応援金支給事業費
9388万2千円

乳幼児健診事業費
135万3千円

運営費(保育園)
133万２千円

4回目の委員長不信任 厚生委員会議案審査について（報告）

可決

拡充 拡充 新規

問　購入したフォトスクリーナーを、甚目寺・美和・七宝の３つの
保健センターでどのように運用するのか。　
市民生活部長　３歳児健診を２会場以上で、同時に行うことはな
いので、１台のフォトスクリーナーで、全ての対象児童に対して実
施できる予定。

問　ゼロ歳児の受け入れ月齢を満６カ月に引き下げるために必要な備品とは。
福祉部長　ベビーベッド、避難車やゴムマットなどを購入する。
問　避難車とゴムマットの使用用途は。
福祉部長　避難車は、災害時の避難などの利用をはじめ、普段は散歩にも利用する。ゴムマットは、ほ
ふく時の安全対策として、保育室の床に敷く。

問　相談支援の面談は、新型コロナウイルス感染症対策をどのようにして実施するか。
健康推進課長　間仕切りを設置し、面談する予定。また、ＳＮＳなどによるオンラインでの面談も可
能となっているため、その方法についても検討していきたい。

12月14日開催の厚生委員会にて、委員より委
員長が会議規則にのっとり委員会を運営してい
ないとして、委員長不信任動議が提出され、賛成
多数で可決されました。委員長不信任が可決さ
れたのは、今年度４回目となりました。
不信任に法的拘束力はないとして、委員長は辞任せ

ず委員会を続けたので、不信任とされた委員長の下で
は、正しい審査が担保されないとして、過半数の委員が
退席し、会議開催に必要な出席者数を欠き、委員会は終
了しました。その結果、厚生委員会に付託されていた議
案などの審査は行えませんでした。これらの議案は、12
月21日の最終日の本会議で審議を行い、議決しました。

乳幼児健診事業費

運営費(保育園)

出産・子育て応援金支給事業費
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電力・ガス・食料品等
価格高騰緊急支援
給付金をPRする
市公式ウェブサイト

森耕治議員賛成討論

足立詔子議員

10月25日に開催しました。

賛成討論

野中幸夫議員反対討論

松下昭憲議員反対討論

一般会計に、5億4223万6千円を追加し、総額を395億9618万8千円としました。

架空工事について、事実関係を議会が調査する
のであれば、まず地方自治法98条に基づいて、議
会の検査権を行使し、市の事務を検査して、それ
でも調査し切れないということであれば、百条委
員会の設置をするべきだと訴え、反対する。

問題に対して素早く調査していくために、調査
権行使の権限のある百条委員会の設置が妥当だ
と考え、賛成する。

当該工事について調査し、議会としてその有無
を確認し、議会としてのチェック機能を果たして
いくことが大切なのではないかと考え、賛成する。百条委員会になれば、職員や業者の名前が出る

ため、反対する。 

地方自治法第100条の規定による事務の調査を
行うための特別委員会を設置する決議について

百条委員会の設置!!

一般会計補正予算（第６号）を可決しました。

新規・拡充や主な事業

電力・ガス・食料品などの価格高騰による負担増を
踏まえ、住民税非課税世帯および家計急変世帯に対
し、1世帯当たり５万円を給付する。

電力・ガス・食料品等
価格高騰緊急支援給付金給付事業費

3億9071万4千円
令和４年10月1日に本市に住民登録

がある昭和37年4月1日以前に生まれ
た人および平成16年4月2日から平成
19年4月1日までに生まれた人と市内
事業者の双方を支援する。

アマノギフト事業費
1億1625万円

新型コロナウイルス感染症とインフルエンザの同時
流行を見据え、希望する高齢者などに対し、インフルエ
ンザワクチン予防接種に係る自己負担額を助成する。

予防接種事業費 3469万2千円

拡充

拡充

新規

可決

決議案は、賛成多数により可決し、12月21日「松下昭憲議員の本会議発言「架空の工事」の事実関係
調査特別委員会」を開催し、後藤哲哉委員長・足立詔子副委員長を選任しました。
（注）12月定例会の一般質問において、松下昭憲議員が北苅木田線街路築造工事における市発注土木工事において「架空の工事」があったとの発言がありました。

（抄）
１　本議会に議長を除く議員全員で構成する松下昭憲議員の本会議発言「架空の工事」の事実関
係調査特別委員会を設置するものとする。
２　本特別委員会は、地方自治法第100条第1項の規定により、松下昭憲議員が令和4年12月定
例会で自身の一般質問において「架空の工事」と発言した（注）工事等に関する事項について調査
するものとする。

第３回臨時会のあらまし
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各議員の顔写真の下に二次元コードを掲載しています。この二次元コードをスマートフォンや
タブレットで読み取ると、その議員の一般質問動画をすぐに視聴することができます。

うを市政
一般質問

※会派名は以下のとおり表記しています。
　市民改革クラブ（あま市民改革クラブ）
　公明党（公明党あま市議団）
　日本共産党（日本共産党あま市議団）
　志政会（志政会）　新政会（新政会）　令和会（令和会）

11
新政会
佐藤　貞夫 議員
❶  上下水道事業について

近藤　みどり 議員
❶  がん対策の推進について
❷  女性デジタル人材育成について

公明党
10ページ7ページ

志政会
森　耕治 議員
❶  名古屋津島線バイパス工事の変更点について
❷  公務員の兼業について

山内　隆久 議員
❶  あま市の乳幼児教育（保育）について

令和会
10ページ

7ページ

公明党
足立　詔子 議員
❶  キャリア教育にワークルールの導入を
❷  帯状疱疹ワクチン接種費用の助成を
❸  口腔がん検診の実施を
❹  男性用のサニタリーボックスの設置を

山本　雄一 議員
❶  交通安全について
❷  防災について

新政会
11ページ8ページ

日本共産党
野中　幸夫 議員
❶  帯状疱疹ワクチンについて
❷  治水対策について

横井　敏夫 議員
❶  新庁舎の窓口業務について

志政会
11ページ

8ページ

市民改革クラブ
松下　昭憲 議員
❶  小回りの利くデマンド交通導入を
❷  あま市の井領道路・水路について

石田　良雄 議員
❶  学校給食について
❷  Ⅰ型糖尿病の子への学校生活などに
　  対する対応について

新政会
12ページ

9ページ

新政会
前田　豊光 議員
❶  令和４年度都市計画マスタープラン

9ページ
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問　

石
綿
セ
メ
ン
ト
管
の
耐
震
管
へ
の
更
新

の
計
画
と
現
状
は
。

上
下
水
道
部
長　

石
綿
セ
メ
ン
ト
管
は
、合

併
時
の
平
成
２1
年
度
末
に
は
、総
延
長
で
約

10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
っ
た
が
、布
設
替
え
工
事

を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、令
和
３
年
度
末
現
在

で
、５
４
５
メ
ー
ト
ル
を
残
す
の
み
と
な
っ
た
。

こ
の
残
延
長
の
更
新
計
画
に
つ
い
て
、県
が
現

在
整
備
し
て
い
る
主
要
地
方
道
名
古
屋
津
島

線
バ
イ
パ
ス
の
工
事
に
併
せ
て
、代
替
ル
ー
ト

を
計
画
し
、切
り
替
え
を
行
っ
て
い
く
。

問　
下
水
道
の
進
捗
率
と
工
事
完
了
区
域
内

の
下
水
道
の
切
り
替
え
済
み
の
比
率（
接
続

率
）は
。

上
下
水
道
部
長　

令
和
３
年
度
末
で
、進
捗

率
は
63
・
９
％
。接
続
率
は
市
全
体
で
66
・

９
％
。

問　
接
続
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
推
進
策

は
。

上
下
水
道
部
長　

接
続
率
向
上
の
推
進
策

は
、市
広
報
お
よ
び
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

の
接
続
の
お
願
い
や
、工
事
や
供
用
開
始
時
に

関
係
住
民
へ
資
料
な
ど
を
送
付
し
、接
続
の
お

願
い
を
し
て
い
る
。ま
た
、新
し
い
試
み
と
し

て
、令
和
２
年
度
よ
り
接
続
勧
奨
業
務
を
委

託
し
、未
接
続
宅
へ
の
戸
別
訪
問
を
行
い
、接

続
勧
奨
を
行
っ
て
い
る
。引
き
続
き
、継
続
的

に
接
続
推
進
啓
発
を
行
い
、下
水
道
接
続
率

の
向
上
に
努
め
、自
主
財
源
で
あ
る
下
水
道

使
用
料
の
確
保
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問　
名
古
屋
津
島
線
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て
、繰

り
返
し
質
問
を
し
て
い
る
が
、６
月
議
会
の一

般
質
問
の
答
弁
と
、今
の
工
事
進
捗
に
変
更

が
生
じ
て
い
る
。時
系
列
を
含
め
て
変
更
点
に

つ
い
て
経
緯
の
説
明
を
。

建
設
産
業
部
長　
七
宝
小
学
校
南
東
交
差
点

か
ら
市
道
桂
27
号
線
付
近
ま
で
は
工
事
完
了

後
に
供
用
開
始
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、七
宝
町

桂
区
お
よ
び
七
宝
町
川
部
区
の
生
活
道
路
が

新
た
な
抜
け
道
と
な
る
こ
と
を
懸
念
し
、県
に

対
し
工
事
内
容
変
更
の
打
診
を
し
た
。６
月

議
会
の
質
問
に
よ
る
議
論
を
経
て
、改
め
て
県

に
対
し
工
事
内
容
変
更
を
強
く
要
望
し
た
。

　
そ
の
結
果
、７
月
に
は
工
事
内
容
が
見
直
さ

れ
、当
初
の
区
間
に
加
え
、市
道
安
松
鷹
居
線

ま
で
の
取
り
壊
し
工
事
お
よ
び
新
設
さ
れ
る

横
断
歩
道
橋
の
基
礎
ぐ
い
工
事
が
追
加
さ

れ
、工
事
完
了
後
も
計
画
４
車
線
で
の
整
備

完
了
ま
で
は
供
用
し
な
い
こ
と
と
し
、現
状
の

市
道
の
機
能
を
保
全
す
る
と
変
更
さ
れ
た
。

問　

工
区
全
体
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
影
響
が

出
な
い
か
。

建
設
産
業
部
長　

影
響
は
な
い
と
聞
い
て
い

る
。

 

問　
報
酬
が
発
生
す
る
地
域
貢
献
活
動
の
従

事
に
つ
い
て
、本
市
に
は
定
め
が
無
い
が
、総

合
的
な
定
め
を
し
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
る

が
。

企
画
財
政
部
長　

市
職
員
が
、個
々
の
知
識

や
経
験
な
ど
を
生
か
し
て
地
域
の
活
動
に
参

加
す
る
こ
と
で
、地
域
を
活
性
化
す
る
と
と
も

に
、そ
の
経
験
が
公
務
に
も
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

さ
れ
、公
務
の
遂
行
に
役
立
つ
と
い
う
好
循
環

に
つ
な
が
る
効
果
が
あ
り
、他
団
体
の
先
進
事

例
を
調
査
、研
究
す
る
。

新政会

上
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

名
古
屋
津
島
線
バ
イ
パ
ス
工
事
の
変
更
点
に
つ
い
て

佐藤　貞夫 議員

公
務
員
の
兼
業
に
つ
い
て

森　耕治 議員
志政会

一問一答方式

一問一答方式

石綿管布設替え工事
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治
水
対
策
に
つ
い
て

問　
キ
ャ
リ
ア
ス
ク
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

の
目
的
は
。

教
育
部
長 

小
学
校
で
培
っ
た
キ
ャ
リ
ア
形
成

と
職
場
体
験
な
ど
中
学
３
年
間
の
キ
ャ
リ
ア

教
育
を
つ
な
ぎ
、自
己
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

問　
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
と
っ
て
ル
ー
ル
を
知
る

こ
と
は
大
切
で
あ
り
、社
会
保
険
労
務
士
や

関
係
機
関
の
出
前
講
座
を
活
用
し
て
は
。

教
育
部
長　
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
を
学
ぶ
上
で
、専

門
知
識
を
持
つ
講
師
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
、生
徒

に
と
っ
て
良
い
経
験
に
な
る
と
考
え
、学
校
と

情
報
を
共
有
し
た
い
。

問　
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
の
導
入
の
考
え
は
。

教
育
長　
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、ワ
ー
ク
ル
ー
ル

を
含
め
た
い
ろ
い
ろ
な
知
識
を
持
っ
て
、体
験

を
通
し
て
将
来
の
生
き
方
を
考
え
る
た
め
に

重
要
で
あ
る
と
認
識
を
し
て
い
る
。横
断
的
に

工
夫
を
し
な
が
ら
、キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
を

目
指
し
て
い
き
た
い
。

 

問　

帯
状
疱
疹
は
、日
本
人
の
成
人
約
９
割

が
発
症
す
る
可
能
性
が
あ
り
、厚
生
労
働
省

も
定
期
接
種
化
に
つ
い
て
調
査
、検
討
し
て
い

る
が
、県
内
の
動
向
は
。

市
民
生
活
部
長　
県
内
自
治
体
の
実
施
状
況

は
、７
市
町
村
で
接
種
費
用
の
助
成
を
行
い
、

令
和
４
年
度
中
に
１
市
、５
年
度
に
２
市
が
実

施
予
定
で
あ
る
。

問　
本
市
も
接
種
費
用
の
助
成
を
し
て
は
。

市
民
生
活
部
長　
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
必
要
性
は
感
じ
て
お
り
、既
に
接
種
費
用
の

助
成
の
実
施
に
向
け
て
検
討
を
始
め
て
い
る
。

助
成
金
額
な
ど
課
題
に
つ
い
て
調
査
、研
究
を

し
て
お
り
、実
施
に
当
た
り
、国
や
県
に
対
し

補
助
金
の
交
付
を
要
望
し
、財
源
確
保
を
行
っ

て
い
く
。近
隣
自
治
体
や
国
、県
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
調
査
、研
究
を
継
続
し
、早
期
導

入
に
向
け
て
検
討
す
る
。

問　

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成
を
行

う
べ
き
で
は
。

市
民
生
活
部
長　

不
活
化
と
生
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
費
用
に
対
し
助
成
し
て
い
く
予
定
。

問　

旧
甚
目
寺
飛
行
場
の
農
地
で
は
、東
海

豪
雨
の
と
き
ダ
ム
の
役
割
を
果
た
し
た
。現

在
、企
業
進
出
に
伴
い
、農
地
が
埋
め
立
て
ら

れ
、保
水
力
が
低
下
し
て
い
る
の
で
は
。

建
設
産
業
部
長　

10
社
の
企
業
進
出
に
伴

い
、開
発
前
の
約
84
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
75・６
ヘ

ク
タ
ー
ル
と
な
り
、10
％
減
少
。貯
留
量
は
２

万
５
２
０
０
立
方
㍍
の
減
少
。

問　

東
海
豪
雨
の
と
き
江
上
田
地
域
で
は
、

排
水
ポ
ン
プ・消
防
車
を
並
べ
て
排
水
し
た
。

豪
雨
が
最
近
頻
繁
に
発
生
し
て
い
る
。農
地

が
10
ヘ
ク
タ
ー
ル
減
少
し
て
い
る
の
で
、影
響

が
出
る
の
で
は
な
い
か
。

建
設
産
業
部
長　

影
響
は
全
く
な
い
と
い
う

こ
と
は
な
い
。市
と
し
て
検
討
し
て
い
く
。

問　
調
整
池
の
設
置
計
画
は
あ
る
か
。

建
設
産
業
部
長　
飛
行
場
跡
地
に
は
な
い
。

問　

貯
留
浸
透
施
設・雨
水
浸
透
升
の
設
置

計
画
は
あ
る
か
。

建
設
産
業
部
長　
飛
行
場
跡
地
に
は
な
い
。

問　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、農
地
で

の
新
た
な
開
発
に
対
し
て
、開
発
増
分
に
つ
い

て
、雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の
設
置
を
指
導
し

て
、遊
水
機
能
な
ど
確
保
に
努
め
て
い
く
と
し

て
い
る
。ま
ち
づ
く
り
を
本
気
に
な
っ
て
進
め

て
い
く
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
こ
な
い
が
ど
う
な

の
か
。

建
設
産
業
部
長　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
は
そ
の
よ
う
に
表
記
し
て
い
る
。そ
の
必
要

な
根
拠
、計
画
な
ど
の
調
査
を
今
後
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

防
災
計
画
で
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
、市
、国
、県
な
ど
共
同
で
流
域
治
水

を
推
進
す
る
と
し
て
い
る
が
、具
体
化
は
。

建
設
産
業
部
長　
雨
水
貯
留
施
設
や
透
水
性

舗
装
、雨
水
排
水
ポ
ン
プ
の
整
備
な
ど
の
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

公明党

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
の
導
入
を

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

足立　詔子 議員

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
助
成
を

野中　幸夫 議員
日本共産党

一問一答方式

一問一答方式

他
に
、「
口
腔
が
ん
検
診
の
実
施
を
」と「
男
性

用
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
を
」も
質
問

し
ま
し
た
。
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問　
幹
線
道
路
網
の
交
通
状
況
は
以
前
よ
り

朝
夕
が
特
に
激
し
い
が
、把
握
し
て
い
る
か
。

建
設
産
業
部
長　

通
勤
す
る
職
員
に
聞
い
た

り
、現
地
を
確
認
し
て
、混
雑
し
て
い
る
状
況

だ
と
感
じ
て
い
る
。

問　
特
に
県
道
給
父
西
枇
杷
島
線
が
混
雑
し

て
い
る
が
、ど
う
か
。

建
設
産
業
部
長　
丹
波
交
差
点
の
交
通
渋
滞

が
常
態
化
し
て
い
る
状
況
は
確
認
し
て
い
る
。

問　
以
前
か
ら
丹
波
交
差
点
に
つ
い
て
、右
折

帯
の
要
望
を
し
て
い
る
が
、そ
の
後
は
。

建
設
産
業
部
長　

毎
年
、海
部
建
設
事
務
所

と
事
業
調
整
会
議
で
強
く
要
望
し
て
い
る
。

問　
以
前
質
問
し
た
西
尾
張
中
央
道
よ
り
西

側
は
避
難
所
ま
で
遠
い
が
、進
捗
は
。

総
務
部
長　

財
源
確
保
が
難
し
く
、避
難
所

施
設
の
確
保
は
で
き
て
い
な
い
。区
が
住
民
の

避
難
場
所
と
し
て
地
元
企
業
や
寺
院
と
協
定

を
締
結
し
て
い
る
。

問　
こ
の
地
域
に
避
難
所
は
で
き
な
い
か
。

総
務
部
長　
避
難
所
と
な
る
公
共
施
設
の
早

期
確
保
は
難
し
い
が
、引
き
続
き
財
源
と
代

替
手
段
の
確
保
に
努
め
る
。

問　
現
在
、企
業
誘
致
を
進
め
る
場
所
は
。

建
設
産
業
部
長　

方
領
区
の
約
８・８
ヘ
ク

タ
ー
ル
。

問　
産
業
誘
致
候
補
地
が
西
尾
張
中
央
道
沿

い
や
各
地
に
あ
る
が
、優
先
順
位
は
あ
る
か
。

ま
た
、ど
の
よ
う
に
し
た
ら
誘
致
で
き
る
か
。

建
設
産
業
部
長　
そ
れ
ぞ
れ
の
交
通
利
便
性

や
周
辺
環
境
に
加
え
、地
元
の
意
向
や
農
地

転
用
開
発
許
可
、排
水
の
可
能
性
な
ど
調
査

し
た
上
で
検
討
し
て
い
く
。

交通渋滞が常態化する丹波交差点

問　

現
在
の
公
共
交
通
は
、年
間
幾
ら
の
費

用
が
か
か
っ
て
い
る
か
。

企
画
財
政
部
長 

　
令
和
３
年
度
決
算
で
、運

行
委
託
料
と
車
両
リ
ー
ス
料
合
わ
せ
て
、年

間
２
７
０
８
万
３
７
０
０
円
。

問　
１
台
当
た
り
の
平
均
利
用
者
数
は
。

企
画
財
政
部
長　
平
成
29
年
10
月
31
日
か
ら

令
和
４
年
10
月
31
日
ま
で
の
車
両
１
台
当
た

り
の
１
日
平
均
利
用
者
数
は
14
人
で
、１
便
当

た
り
は
３・５
人
。

問　
現
在
の
車
両
は
大
き
過
ぎ
な
い
か
。

企
画
財
政
部
長　

過
去
に
乗
車
定
員
を
超

え
、バ
ス
の
乗
車
を
断
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
た

め
、あ
る
程
度
の
人
数
輸
送
が
可
能
な
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
タ
イ
プ
を
使
用
す
る
こ
と
に
し
た
。

 

問　

井
領
道
路・水
路
は
、市
全
体
で
ど
の
く

ら
い
あ
る
か
。

建
設
産
業
部
長　
井
領
は
、現
況
が
道
路・水

路
で
あ
る
私
有
地
で
、区
が
所
有
者
か
ら
借

地
し
て
お
り
、市
で
は
把
握
し
て
い
な
い
。

問　

井
領
地
に
対
し
、課
税
地
と
無
税
地
が

あ
る
が
、そ
の
区
別
は
。

総
務
部
長　
公
共
用
道
路・水
路
は
、非
課
税

だ
が
、井
領
代
を
受
領
し
て
い
れ
ば
課
税
し
て

い
る
。一
方
、非
課
税
適
用
申
告
書
な
ど
が
提

出
さ
れ
、現
況
が
公
共
用
で
、無
償
提
供
で
あ

る
場
合
は
非
課
税
。

問　
井
領
地
の
管
理
は
誰
が
行
っ
て
い
る
か
。

建
設
産
業
部
長　
市
が
管
理
し
て
い
る
。

問　

近
年
、市
が
井
領
地
を
買
っ
た
、ま
た
は

大
金
を
出
し
て
借
り
た
こ
と
は
あ
る
の
か
。

建
設
産
業
部
長　
把
握
し
て
い
な
い
。

問　
本
当
に
な
い
の
か
。私
の
手
持
ち
資
料
で

は
、工
事
用
の
資
材
置
き
場
と
し
て
井
領
地
に

対
し
て
賃
借
料
が
支
払
わ
れ
て
い
る
が
。も
し

分
か
っ
た
ら
責
任
は
誰
が
取
る
の
か
。

市
長　

調
査
す
る
。最
終
的
な
責
任
は
私
に

あ
る
。

市民改革クラブ

小
回
り
の
利
く
デ
マ
ン
ド
交
通
導
入
を

令
和
４
年
度
版
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

松下　昭憲 議員

あ
ま
市
の
井
領
道
路・水
路
に
つ
い
て

前田　豊光 議員
新政会

一問一答方式

一問一答方式
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ゼロ歳児の受け入れ月齢を
引き下げ予定の昭和保育園

女
性
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
に
つ
い
て

が
ん
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

近藤　みどり 議員
公明党

一問一答方式

問　
令
和
４
年
度
か
ら
、子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ

ン
の
定
期
接
種
対
象
者
へ
の
積
極
的
勧
奨
が

再
開
さ
れ
た
。市
の
対
応
は
。

市
民
生
活
部
長　
４
月
に
定
期
接
種
対
象
者

の
う
ち
の
高
校
１
年
生
相
当
、中
学
１
年
生
と

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
対
象
者
に
予
診
票
を
同
封
し

た
個
人
通
知
を
送
付
し
た
。

問　

厚
生
労
働
省
、高
い
感
染
予
防
効
果
が

あ
る
と
さ
れ
る
、９
価
ワ
ク
チ
ン
を
来
年
度
の

早
い
時
期
か
ら
定
期
接
種
化
す
る
方
針
で
あ

る
。市
の
対
応
、対
象
者
へ
の
周
知
は
。

市
民
生
活
部
長　

正
式
に
決
ま
り
次
第
、市

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
市
広
報
な
ど
で
周
知

を
図
り
、市
内
医
療
機
関
に
も
周
知
す
る
。

問　
接
種
券
発
送
の
際
に
、９
価
ワ
ク
チ
ン
の

説
明
書
を
同
封
す
る
考
え
は
。

市
民
生
活
部
長　
同
封
す
る
予
定
で
あ
る
。

問　

が
ん
患
者
が
人
生
の
最
期
ま
で
住
み
慣

れ
た
自
宅
で
安
心
し
て
日
常
生
活
が
送
れ
る

よ
う
に
支
援
し
、 

患
者
ま
た
は
そ
の
家
族
の

負
担
軽
減
を
図
る「
在
宅
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
支

援
」。助
成
制
度
の
は
ざ
ま
に
な
っ
て
い
る
若

年
世
代
へ
の
助
成
制
度
創
設
を
検
討
す
る
べ

き
と
考
え
る
が
、市
の
見
解
は
。

市
民
生
活
部
長　

国
や
県
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
、先
進
自
治
体
の
状
況
な
ど
調

査
、研
究
し
て
い
く
。

問　
国
は
令
和
４
年
４
月「
女
性
デ
ジ
タ
ル
人

材
育
成
プ
ラ
ン
」を
発
表
し
た
。女
性
が
活
躍

す
る
た
め
の
就
労
支
援
と
女
性
デ
ジ
タ
ル
人

材
の
育
成
に
つ
い
て
、市
の
認
識
は
。ま
た
、積

極
的
に
推
進
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、見
解

は
。

建
設
産
業
部
長　

子
育
て
や
介
護
に
よ
り
フ

ル
タ
イ
ム
で
働
く
こ
と
が
難
し
い
女
性
に
と
っ

て
も
、多
様
な
働
き
方
が
選
択
で
き
る
環
境
に

対
応
す
る
た
め
に
は
、重
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。国
や
県
が
開
催
す
る
研
修
、講
座
の

情
報
提
供
や
相
談
業
務
を
充
実
さ
せ
る
な

ど
、女
性
の
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
向
上
へ
の
支
援

に
努
め
て
い
く
。

あ
ま
市
の
乳
幼
児
教
育（
保
育
）に
つ
い
て

山内　隆久 議員
令和会

一問一答方式

問　

人
口
減
少
に
あ
る
日
本
だ
が
、本
市
は

著
し
い
人
口
減
少
は
な
く
、若
い
世
代
の
入
居

が
増
加
し
て
い
る
。ま
た
、家
族
形
態
や
働
き

方
な
ど
の
社
会
変
化
か
ら
子
育
て
環
境
は
大

き
く
変
化
し
て
い
る
。市
民
か
ら
ど
の
よ
う
な

要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
か
。

福
祉
部
長　
子
育
て
を
取
り
巻
く
環
境
は
目

ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
お
り
市
民
ニ
ー
ズ
は

多
種
多
様
化
、複
雑
化
し
て
い
る
。教
育・保

育
で
は
、低
年
齢
児
保
育
や
延
長
保
育
の
要

望
が
増
え
、障
が
い
児
や
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の

あ
る
児
童
の
受
け
入
れ
体
制
の
充
実
を
求
め

る
声
が
あ
る
。市
で
は
、令
和
５
年
４
月
か
ら一

部
の
園
で
ゼ
ロ
歳
児
の
受
け
入
れ
月
齢
を
満

６
カ
月
に
引
き
下
げ
る
予
定
。

問　
市
内
で
は
区
画
整
理
エ
リ
ア
な
ど一部
地

域
で
需
要
が
偏
在
す
る
が
、把
握
は
。

福
祉
部
長　

現
在
、市
の
人
口
、世
帯
数
、住

宅
件
数
は
増
加
傾
向
だ
が
、就
学
前
の
乳
幼

児
数
は
減
少
傾
向
で
あ
る
。特
に
区
画
整
理

な
ど
が
進
む
地
域
で
は
、乳
幼
児
を
持
つ
子
育

て
世
帯
が
増
え
る
可
能
性
も
あ
る
。

問　
乳
幼
児
教
育・保
育
の
充
実
の
考
え
は
。

市
長　
乳
幼
児
か
ら
の
早
期
の
教
育
が
注
目

さ
れ
て
い
る
。子
育
て
は
、親
子
の
融
合
が
何

よ
り
重
要
で
あ
り
、家
庭
で
子
ど
も
を
育
て
な

が
ら
ゼ
ロ
歳
か
ら
の
乳
幼
児
教
育
を
取
り
入

れ
て
ほ
し
い
。市
で
は
将
来
に
向
け
て
子
育
て

支
援
の一
層
の
強
化
、充
実
に
取
り
組
ん
で
い

る
。来
年
度
、こ
ど
も
家
庭
庁
の
発
足
に
合
わ

せ
新
し
い
体
制
の
整
備
を
進
め
る
。今
後
も

市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、子
育
て
し
や
す

い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
た
い
。
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新庁舎１階待合ロビー　イメージ

交
通
安
全
に
つ
い
て

山本　雄一 議員
新政会

一問一答方式

問　
通
学
路
の
危
険
箇
所
点
検
の
手
順
は
。

教
育
部
長　

あ
ま
市
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、保
護
者
や
ス
ク
ー
ル
ガ
ー

ド
な
ど
の
協
力
を
得
て
、各
学
校
が
危
険
箇

所
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、教
育
委
員
会
へ
報

告
。教
育
委
員
会
で
危
険
箇
所
を
取
り
ま
と

め
、七
宝
、美
和
、甚
目
寺
の
３
地
区
に
分
け
、

毎
年
度
１
地
区
ず
つ
、道
路
管
理
者
や
警
察

署
と
連
携
し
て
合
同
点
検
を
実
施
し
て
い
る
。

問　

通
学
路
に
お
け
る
危
険
箇
所
の
整
備

は
。

教
育
部
長　

歩
道
整
備
、グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト

の
ペ
イ
ン
ト
、防
護
柵
の
設
置
な
ど
の
ハ
ー
ド

対
策
、交
通
規
制
や
安
全
教
育
の
ソ
フ
ト
対

策
な
ど
を
順
次
実
施
。

建
設
産
業
部
長　

交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

活
用
し
、交
通
安
全
対
策
を
協
力
し
て
実
施
。

必
要
に
応
じ
て
看
板
や
標
識
設
置
な
ど
の
注

意
喚
起
対
策
も
実
施
。

問　
市
内
各
小
中
学
校
と
の
連
絡
体
制
は
。

教
育
部
長　

各
学
校
が
情
報
を
受
け
る
た
び

に
教
育
委
員
会
へ
連
絡
を
し
て
も
ら
う
。

問　

過
去
、通
学
中
に
け
が
を
し
た
児
童
が

い
る
。市
は
把
握
し
て
い
る
か
。

教
育
部
長　

児
童
、生
徒
が
交
通
事
故
で
大

き
な
け
が
を
負
っ
た
際
に
は
、学
校
よ
り
教
育

委
員
会
へ
連
絡
が
入
る
。

問　
痛
ま
し
い
事
故
の
話
を
幾
つ
か
し
た
が
、

事
故
や
け
が
が
な
い
よ
う
、通
学
路
の
危
険

箇
所
の
抜
本
的
な
対
策
を
進
め
て
ほ
し
い
。市

の
考
え
は
。

教
育
部
長　

安
全
を
確
保
す
る
た
め
、通
学

路
の
変
更
を
視
野
に
入
れ
る
と
と
も
に
、交
通

安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、関
係
機
関
な
ど

に
働
き
掛
け
て
い
き
た
い
。

建
設
産
業
部
長　

破
損
箇
所
の
修
繕
や
グ

リ
ー
ン
ベ
ル
ト
、区
画
線
設
置
に
よ
る
歩
行
空

間
の
確
保
、歩
道
設
置
工
事
な
ど
の
対
策
を

進
め
、引
き
続
き
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

他
に
、「
防
災
に
つ
い
て
」も
質
問
し
ま
し
た
。

新
庁
舎
の
窓
口
業
務
に
つ
い
て

横井　敏夫 議員
志政会

一問一答方式

問　
総
合
窓
口
な
ど
を
設
置
す
る
予
定
は
。

市
民
生
活
部
長　

全
て
の
窓
口
を一
括
す
る

総
合
窓
口
を
設
置
す
る
予
定
は
な
い
。

問　
組
織
改
編
で
サ
ー
ビ
ス
係
を
つ
く
る
か
。

市
民
生
活
部
長　

証
明
書
の
発
行
を一
括
で

ま
と
め
て
行
う
市
民
サ
ー
ビ
ス
係
を
設
置
。

問　
ど
の
よ
う
な
証
明
書
が
対
象
か
。

市
民
生
活
部
長　

住
民
票
の
写
し
、印
鑑
証

明
、戸
籍
謄
本
、課
税
証
明
書
、所
得
証
明
書

な
ど
を
発
行
。

問　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
窓
口
業
務
シ
ス
テ

ム
を
新
た
に
構
築
す
る
予
定
は
。

市
民
生
活
部
長　

窓
口
支
援
と
窓
口
申
請

書
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、手
書
き
記
入
を
少

な
く
す
る
、書
か
な
い
窓
口
を
進
め
た
い
。

問　
書
か
な
い
窓
口
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
。

市
民
生
活
部
長　

複
数
回
記
入
す
る
必
要

の
あ
る
氏
名
、生
年
月
日
、住
所
な
ど
を
、職

員
が
聞
き
取
り
、タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
入
力

し
、申
請
書
や
届
書
が
作
成
で
き
る
窓
口
。

問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
う
考
え
は
。 

情
報
推
進
課
長　

氏
名
や
住
所
な
ど
の
読
み

込
み
を
す
る
予
定
。

問　
転
入
手
続
き
が
ど
う
変
わ
る
の
か
。

市
民
生
活
部
長　

最
初
に
市
民
サ
ー
ビ
ス
係

で
手
続
き
を
す
れ
ば
、保
険
医
療
課
、子
ど
も

福
祉
課
、保
育
課
な
ど
の
担
当
職
員
が
出
向

き
、窓
口
の
移
動
な
く
手
続
き
が
で
き
る
。

問　
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
つ
く
る
予
定
は
。

市
民
生
活
部
長　

来
庁
者
に
各
課
の
案
内
や

番
号
発
券
機
の
操
作
説
明
な
ど
を
行
う
フ
ロ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
市
民
課
窓
口
近
辺
に
配
置

予
定
。
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議会向上特別委員会の一部の委員で、蟹江町議
会に議会におけるタブレットの運用状況の視察研修
を実施しました。
蟹江町議会からは、議会ＩＣＴ推進部会発足とタブ

レット導入の経緯の説明を聞き、実際に端末に触れ
て、端末ソフトの説明を受けました。
参加した委員より、便利であると感じたなどのご

意見がありました。

「電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金」の支給について
まさに今現在、物価が高騰している。当該給付金の支給に、早く取り組んでください。

蟹江町議会にて

新政会

学
校
給
食
に
つ
い
て

石田　良雄 議員

Ⅰ
型
糖
尿
病
の
子
へ
の
学
校
生
活

な
ど
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て

一問一答方式

問　
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
法
案
が
可
決

さ
れ
た
が
、オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
を
ど
の
よ
う

に
取
り
入
れ
て
い
く
か
。

教
育
部
長　
有
機
食
材
を
使
用
し
た
献
立
を

定
期
的
に
提
供
で
き
る
よ
う
、導
入
回
数
な

ど
を
調
査
、研
究
し
て
い
く
。

問　
ア
レ
ル
ギ
ー
の
観
点
か
ら
も
、市
独
自
の

食
材
選
定
基
準
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

教
育
部
長　

給
食
は
、心
身
の
健
全
な
発
達

に
資
す
る
も
の
で
あ
り
、市
は
、安
全
で
安
心

な
給
食
を
提
供
す
る
責
務
が
あ
り
、基
準
は

必
要
。

問　
学
校
給
食
で
使
用
す
る
調
味
料
の
選
定

基
準
は
。

教
育
部
長　
法
律
な
ど
順
守
し
た
安
全
な
も

の
を
納
入
す
る
こ
と
を
基
準
と
し
、地
産
地
消

を
推
進
す
る
た
め
、地
元
業
者
の
商
品
を
優
先

し
て
使
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

問　
給
食
を
生
き
た
教
材
と
し
て
活
用
し
、

食
育
を
推
進
し
て
い
る
か
。

教
育
部
長　
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
、栄
養
教

諭
と
担
任
教
諭
が
連
携
を
図
り
な
が
ら
、児

童
、生
徒
へ
食
育
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

問　
Ⅰ
型
糖
尿
病
の
子
は
、保
育
園
に
入
園

で
き
る
の
か
。

福
祉
部
長　

入
園
で
き
る
が
、入
所
面
接
な

ど
を
行
い
、緊
急
時
の
こ
と
な
ど
情
報
共
有
を

す
る
。

問　

Ⅰ
型
糖
尿
病
の
児
童
、生
徒
へ
の
対
応

は
。

教
育
部
長　
ど
の
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
が
必
要

か
を
確
認
し
、看
護
師
の
配
置
や
薬
、医
療
器

具
の
保
管
庫
な
ど
の
整
備
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
。

問　
Ⅰ
型
糖
尿
病
の
子
が
入
学
す
る
と
、看

護
師
な
ど
の
予
算
化
は
。

教
育
部
長　
必
要
な
時
期
に
必
要
な
額
を
予

算
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
、準
備
す
る
必

要
が
あ
る
。

視察研修報告

議会向上特別委員会 議会におけるタブレットの運用状況について

市民から寄せられたご意見・ご提案

◯開催日　令和3年11月2日(火)
◯視察先　蟹江町議会
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がん治療に伴う脱毛など外観の変化のケアを、経済面と精神
面から支援する「アピアランスケア」助成制度の導入を検討す
るべきと考えるが、市の見解は。

子宮頸がん予防ワクチンについて、国は積極的勧奨を令和４
年４月から再開する。市の対応と今後の予定は。

令和４年度から実施された県のがん患者アピア
ランスケア支援に関する補助事業に基づき、「あ
ま市がん患者アピアランスケア支援補助金交付要
綱」を策定し、がん治療による外見変貌を補完す
る医療用ウィッグまたは乳房補整具の購入費用に
対する補助を始めた。

令和４年４月１日から国の方針に基づき、積
極的勧奨を再開している。
また、積極的勧奨を中止していた平成２５年
から令和３年までの間に定期接種の対象年齢を
迎えた方に対してもキャッチアップ接種とし
て、公費負担により接種を実施している。

質 問

質 問

ＨＰＶワクチン(子宮頸がん予防ワクチン)を
勧奨する厚生労働省リーフレット

令和４年７月から開始されたがん患者
アピアランスケア支援事業を周知するチラシ

こうなった！

こうなった！

その後どうなった？

追跡 一 般 質 問
1年前に行われた一般質問の結果を報告します。
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第３回臨時会・12月定例会   議案等審議結果

提出された議案と審議結果
【第3回臨時会】

請    願
第 5 号

請    願
第 6 号

発    議
第 6 号

発    議
第 7 号

請    願
第 7 号

請    願
第 8 号

請    願
第 9 号

議案第60号 令和４年度あま市一般会計補正予算(第6号)

【12月定例会】
◎

議案番号 件　　名 結果

議案番号 件　　名 結果 議案番号 件　　名 結果

○
△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

○

○

○

○

○

○

○

○

○

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

議    案
第61号

あま市職員の公正な職務の執行の確保に関する
条例について

「不登校児童生徒に対して多様な学習機会の確
保のための経済的支援制度の確立を求める意見
書」の採択を求める請願書

介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充につい
ての請願書（75歳以上の医療費患者負担２割引
上げをはじめ、これ以上の患者窓口負担増の計画
中止を求める意見書の提出を求める請願書）

介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充につ
いての請願書（国民健康保険の国庫負担抜本的
引上げや出産手当・傷病手当の予算措置を行う
ことを求める意見書の提出を求める請願書）

介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充につい
ての請願書（年金引下げの中止、安心できる年金
制度を求める意見書の提出を求める請願書）

介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充につ
いての請願書（介護保険制度の改善を求める意
見書の提出を求める請願書）

介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充につ
いての請願書（18歳年度末までの医療費無料制
度創設を求める意見書の提出を求める請願書）

介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充につ
いての請願書（障害者・児が24時間365日、地
域で安心して生活できる「暮らしの場」の整備
を求める意見書の提出を求める請願書）

介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充につ
いての請願書（新型コロナウイルス感染症に関
わる医療・介護・福祉・保育事業所等への支援
強化を求める意見書の提出を求める請願書）

介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充につ
いての請願書（福祉医療制度を守り、拡充を求
める意見書の提出を求める請願書）

介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充につ
いての請願書（国民健康保険への愛知県独自の
支援を求める意見書の提出を求める請願書）

介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充につ
いての請願書（新型コロナウイルス感染症に関
わる医療・介護・福祉・保育事業所等への支援
強化を求める意見書の提出を求める請願書）

介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充につ
いての請願書（地域の医療・介護の充実を求め
る意見書の提出を求める請願書）

子ども医療費高校卒業相当まで完全無料化を求
める請願書

令和４年度あま市一般会計補正予算（第８号）

地方自治法第100条の規定による事務の調査を
行うための特別委員会を設置する決議について

18歳年度末までの医療費無料制度創設を求める
意見書の提出について

議    案
第62号

地方公務員法の一部改正に伴う関係条例の整備
に関する条例について

議    案
第63号

あま市職員の降給に関する条例について

議    案
第64号

あま市職員の高齢者部分休業に関する条例につ
いて

議    案
第65号

あま市職員の給与に関する条例の一部を改正す
る条例について

議    案
第66号

あま市一般職の任期付職員の採用等に関する条
例の一部を改正する条例について

議    案
第67号

あま市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に
関する条例の一部を改正する条例について

議    案
第68号

あま市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅
費に関する条例の一部を改正する条例について

議    案
第69号

あま市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に
関する条例の一部を改正する条例について

議    案
第70号

請    願
第10号

請    願
第11号

請    願
第12号

請    願
第13号

請    願
第14号

請    願
第15号

請    願
第16号

請    願
第17号

あま市障がい者福祉サービス施設条例の一部を
改正する条例について

議    案
第71号

あま市消防団条例の一部を改正する条例につい
て

議    案
第72号

あま市下萱津コミュニティ防災センターの指定
管理者の指定について

議    案
第73号

あま市坂牧コミュニティ防災センターの指定管
理者の指定について

議    案
第74号

あま市上萱津コミュニティ防災センターの指定
管理者の指定について

議    案
第75号

あま市七宝産業会館の指定管理者の指定につい
て

議    案
第76号

あま市文化の杜の指定管理者の指定について

議    案
第77号

令和４年度あま市一般会計補正予算（第７号）

議    案
第78号

令和４年度あま市国民健康保険特別会計補正予
算（第３号）

議    案
第79号

令和４年度あま市介護保険特別会計補正予算
（第３号）

議    案
第80号

令和４年度あま市後期高齢者医療特別会計補正
予算（第２号）

議    案
第81号

令和４年度あま市水道事業会計補正予算（第２
号）

議    案
第82号

財産の取得について

議    案
第83号

財産の取得について

議    案
第84号

財産の取得について

議    案
第85号

議    案
第86号

財産の取得について

【結果の表示記号】
◎全員賛成　○賛成多数　△賛成少数
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※ 下記以外の案件は、全員賛成で可決【賛否の分かれた議案】

議案番号

議　案 第61号

議　案 第67号

議　案 第68号

議　案 第76号

議　案 第82号

議　案 第83号

議　案 第84号

議　案 第85号

請　願 第 5 号

請　願 第 6 号

請　願 第 7 号

請　願 第 8 号

請　願 第 9 号

請　願 第10号

請　願 第11号

請　願 第12号

請　願 第13号

請　願 第14号

請　願 第15号

請　願 第16号

発　議 第 6 号

会　派 日本
共産党

市民改革
クラブ 公明党 志政会 新政会 令和会 無

※表示について　○：賛成　×：反対　－：議長は採決に加わりません。
※網掛けは、討論を行った議員です。
※会派は届出順。会派名は以下のとおり表記しています。
市民改革クラブ（あま市民改革クラブ）　公明党（公明党あま市議団）　
日本共産党（日本共産党あま市議団）　 志政会（志政会）　
新政会（新政会）　 令和会（令和会）　無（無会派）
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■
広
報
広
聴
特
別
委
員
会

（
委
員
は
議
席
番
号
順
）

委
員
長　
　
足
立　
詔
子

副
委
員
長　
山
内　
隆
久

委　
員　
　
宮
地　
直
宣

　
　
〃　
　
野
中　
幸
夫

　
　
〃　
　
山
本　
雄
一

　
　
〃　
　
加
藤　
哲
生

　
　
〃　
　
横
井　
敏
夫

　
　
〃　
　
後
藤　
幸
正

表紙写真を募集します！！

「あま市議会だより」リニューアルのお知らせ

集募

〒490－1198　愛知県あま市甚目寺二伴田76番地 ＴＥＬ052－444－3174　ＦＡＸ052－444－4055
発行／あま市議会　編集／広報広聴特別委員会

※
日
程
は
変
更
と
な
る

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。

開
議
時
間　

午
前
１０
時

（
委
員
会
は
午
前
９
時
）

討
論
・
採
決

閉
会

2月24日
(金)

3月24日
(金) 3

月
定
例
会
予
定

3月6日(月)
8日(水)
9日(木)

3月15日
(水)

3月16日
(木)

3月17日
(金)

開
会

議
案
説
明

一
般
質
問

議
案
質
疑

総
務
文
教
委
員
会

厚
生
委
員
会

建
設
産
業
委
員
会

「あま市議会だより」をさらに身近に感じていただき、親しまれる紙面とな
るよう、市民の皆様から表紙に掲載する写真を募集します。
詳しくは、市公式ウェブサイトをご覧ください。

■ケーブルテレビ「クローバーテレビ」生中継
※デジタル111チャンネルにて放映しています。
　（当日午後７時から再放送あり）

■インターネット議会中継のページ
（一般質問、議案質疑および最終日の採決の模様を録画配信しています）

https://ama-city.stream.jfit.co.jp/

スマホ・タブレットでも議会中継を！！

・表紙タイトルロゴを見やすく、シンプルに
・デザイン、構成を一新
・英数字も見やすいヨコ書き、左開きに
・全ページフルカラーに
・ユニバーサルデザインフォントを採用

今号からあま市議会だよりの表紙や誌面デザインをリニューアルします。
主な変更は次のとおりです。

これからも広報広聴特別委員会では、皆様にとって読みやすい議会だよりを目指していきます。
今後ともご愛読いただきますようよろしくお願いします。

リニューアルポイント


